
Ｙ
社
は
、
電
子
機
器
、
部
品
そ
の
他
の
物
品
の
販
売
を
業
と
す
る

株
式
会
社
で
あ
る
。
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
ま
で
は
、
取
締
役
会

設
置
会
社
で
あ
り
、
種
類
株
式
発
行
会
社
で
は
な
く
、
平
成
二
五
年

七
月
一
七
日
の
上
場
廃
止
に
至
る
ま
で
は
、
そ
の
発
行
す
る
株
式
を

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
上
場
し
て
い
た
。

平
成
二
五
年
二
月
一
日
、
Ｙ
社
は
、
Ｙ
社
株
式
の
公
開
買
付
け

（
買
付
価
格
を
一
株
二
一
〇
円
、
買
付
等
の
期
間
を
同
年
二
月
四
日

〜
三
月
一
八
日
（
後
日
、
買
付
等
の
期
間
は
三
月
二
五
日
ま
で
延
長

さ
れ
た)

）(

以
下
「
本
件
公
開
買
付
け
」
と
い
う
）
を
す
る
こ
と
、

ま
た
、
Ｙ
社
が
本
件
公
開
買
付
け
に
よ
り
Ｙ
社
株
式
の
全
て
を
取
得

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
を
利
用
し

た
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
を
議
案
と
す
る
臨
時
株
主
総
会
お
よ
び
種
類
株

主
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

平
成
二
五
年
三
月
二
六
日
、
Ｙ
社
は
、
本
件
公
開
買
付
け
に
つ
い

て
、
応
募
の
あ
っ
た
Ｙ
社
株
式
数
が
二
二
万
六
六
一
九
株
（
発
行
済

株
式
総
数
の
約
四．

三
九
％
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
決
済
の
開
始
日
が

同
年
四
月
四
日
（
同
年
二
月
一
日
時
点
で
は
三
月
二
九
日
の
予
定
）

で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

平
成
二
五
年
五
月
一
四
日
、
Ｙ
社
は
、
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し

（
以
下
「
本
件
臨
時
株
主
総
会
」
と
い
う)

、
①
種
類
株
式
発
行
に

係
る
定
款
一
部
変
更
の
件
（
第
一
号
議
案)

、
②
全
部
取
得
条
項
の

付
加
に
係
る
定
款
一
部
変
更
の
件
（
第
二
号
議
案)

、
③
全
部
取
得

条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
の
件
（
第
三
号
議
案
）
が
決
議
事
項
と
さ

れ
た
が
、
①
が
否
決
さ
れ
た
た
め
（
賛
成
は
六
一．

六
％)

、
②
お

よ
び
③
は
撤
回
さ
れ
た
。
同
日
開
催
予
定
の
全
部
取
得
条
項
が
付
さ

れ
る
Ｙ
社
株
式
を
保
有
す
る
株
主
を
構
成
員
と
す
る
種
類
株
主
総
会

（
以
下
「
本
件
第
一
回
種
類
株
主
総
会
」
と
い
い
、
本
件
臨
時
株
主

総
会
と
併
せ
て
「
本
件
第
一
回
株
主
総
会
」
と
い
う
）
も
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
。
な
お
、
本
件
第
一
回
株
主
総
会
の
基
準
日
に
つ
い
て
は
、

同
年
四
月
一
〇
日
を
基
準
日
と
す
る
公
告
が
平
成
二
五
年
三
月
二
五

日
に
な
さ
れ
て
い
た
。
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平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
、
Ｙ
社
は
、
定
時
株
主
総
会
（
以
下

「
本
件
定
時
株
主
総
会
」
と
い
う
）
及
び
種
類
株
主
総
会
（
以
下

「
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
」
と
い
い
、
本
件
定
時
株
主
総
会
と

併
せ
て
「
本
件
第
二
回
株
主
総
会
」
と
い
う
）
を
開
催
し
た
。
Ｙ
社

が
同
年
六
月
一
三
日
付
け
で
株
主
に
送
付
し
た
招
集
通
知
（
以
下

「
本
件
招
集
通
知
」
と
い
う
）
及
び
参
考
書
類
に
よ
れ
ば
、
議
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
定
時
株
主
総
会
の
第
三
号
議
案

お
よ
び
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
案
は
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締

役
で
あ
る
Ａ
（
一
〇
一
万
株
を
保
有
す
る
Ｙ
社
の
第
二
位
株
主
）
が
、

本
件
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
全
部
取
得
に
係
る
議
案
が
否
決
さ
れ

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
平
成
二
五
年
五
月
一
日
に
行
っ
た
株
主
提
案

で
あ
る
。

[

本
件
定
時
株
主
総
会
の
議
案]

第
一
号
議
案

剰
余
金
処
分
の
件
（
上
場
廃
止
に
伴
う
特
別
配

当
金
）

(

�)

第
三
号
議
案
お
よ
び
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
株
に
つ
き

八
三
円
の
配
当
を
す
る
こ
と
と
し
、
効
力
発
生
日
を
平
成
二
五

年
七
月
二
九
日
と
す
る
。

第
二
号
議
案

取
締
役
・
監
査
役
選
任
の
件

取
締
役
候
補
者

Ａ
、
Ｂ

社
外
取
締
役
候
補
者

Ｃ

社
外
監
査
役
候
補
者

Ｄ
、
Ｅ

＊
な
お
、
本
件
招
集
通
知
に
係
る
参
考
書
類
に
は
、
Ｃ
が

Ａ
の
妻
で
あ
る
旨
の
記
載
が
な
か
っ
た
が
、
Ｙ
社
は
、

平
成
二
五
年
六
月
五
日
付
け
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
で

あ
る
「
当
社
第
三
九
回
定
時
株
主
総
会
及
び
普
通
株
主

様
に
よ
る
種
類
株
主
総
会
の
付
議
議
案
及
び
当
社
の
ス

ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
係
る
株
主
提
案
議
案
へ
の
意
見
表
明

（
賛
成
）
の
お
知
ら
せ
」
の
中
で
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ

る
こ
と
を
記
載
し
た
上
、
同
月
六
日
、
同
資
料
を
Ｙ
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
た
。

第
三
号
議
案

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
を
利
用
し
た

ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
の
件

①

Ｙ
社
の
定
款
の
一
部
を
変
更
し
、
Ａ
種
類
株
式
を
発
行

す
る
旨
の
定
め
を
新
設
し
て
種
類
株
式
発
行
会
社
と
す
る
と

と
も
に
、
次
の
規
定
を
新
設
す
る
（
以
下
「
本
件
三
号
議
案

①
」
と
い
う)

。

法と政治 66巻 4号 (2016年 2月)

判

例

研

究

1113

二



（
種
類
株
主
総
会
）

第
一
九
条
の
二
第
二
項

第
一
三
条
一
項
の
規
定
は
定
時

株
主
総
会
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
種
類
株
主
総
会
に
こ

れ
を
準
用
す
る
。

付
則

第
一
九
条
の
二
の
規
定
は
、
第
三
九
回
定
時
株
主

総
会
（
注
：
本
件
定
時
株
主
総
会
）
と
同
日
に
開
催
さ

れ
る
種
類
株
主
総
会
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

＊
な
お
、
基
準
日
に
関
す
る
第
一
三
条
一
項
は
、「
当

会
社
は
、
毎
事
業
年
度
末
日
の
最
終
の
株
主
名
簿
に

記
載
又
は
記
録
さ
れ
た
議
決
権
を
有
す
る
株
主
を
も
っ

て
、
そ
の
事
業
年
度
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
に
お

い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
と
す

る
」
と
し
、
二
項
は
、「
前
項
の
ほ
か
、
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ

め
公
告
し
て
基
準
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

し
て
い
た
。

②

上
記
①
の
手
続
に
よ
る
変
更
後
の
Ｙ
社
の
定
款
の
一
部

を
追
加
変
更
し
、
Ｙ
社
の
発
行
す
る
全
て
の
普
通
株
式
に
全

部
取
得
条
項
を
付
す
旨
の
定
め
を
新
設
す
る
（
以
下
「
本
件

三
号
議
案
②
」
と
い
う)

。

③

会
社
法
一
七
一
条
一
項
並
び
に
上
記
①
及
び
②
の
各
手

続
に
よ
る
変
更
後
の
定
款
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
特
別
決

議
に
よ
っ
て
、
Ｙ
社
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
（
以

下
「
本
件
種
類
株
式
」
と
い
う
）
に
係
る
株
主
（
た
だ
し
、

Ｙ
社
を
除
く
。
以
下
「
本
件
種
類
株
主
」
と
い
う
）
の
全
員

か
ら
本
件
種
類
株
式
の
全
て
を
取
得
し
、
当
該
取
得
の
対
価

と
し
て
、
本
件
種
類
株
主
の
全
員
に
対
し
て
、
そ
の
保
有
す

る
本
件
種
類
株
式
一
株
と
引
き
換
え
に
Ａ
種
種
類
株
式
を
一

〇
一
万
分
の
一
株
の
割
合
を
も
っ
て
交
付
す
る
（
以
下
「
本

件
三
号
議
案
③
」
と
い
う)

。

[

本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
案]

議
案

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
を
利
用
し
た
ス
ク
イ

ズ
ア
ウ
ト
の
件
（
全
部
取
得
条
項
の
付
加
に
係
る
定
款
一
部
変
更
）

(

以
下
「
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
」
と
い
い
、
本
件
第

三
号
議
案
と
合
わ
せ
て
「
本
件
全
部
取
得
議
案
」
と
い
う
）

Ｙ
社
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使

に
つ
い
て
基
準
日
を
設
定
す
る
旨
の
公
告
を
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
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本
件
第
二
回
株
主
総
会
の
開
催
前
、
Ｙ
社
の
定
款
に
は
、
種
類
株
主

総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
基
準
日
に
係
る
定
め
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
を
平
成
二
五
年
三
月

三
一
日
と
し
て
、
本
件
定
時
株
主
総
会
及
び
本
件
第
二
回
種
類
株
主

総
会
を
開
催
し
、
す
べ
て
の
決
議
事
項
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

Ｙ
社
の
株
主
で
あ
る
Ｘ１
（
Ｙ
社
株
式
を
一
万
一
〇
〇
株
保
有
）
は
、

本
件
定
時
株
主
総
会
の
第
一
号
議
案
に
係
る
配
当
が
株
主
の
権
利
の

行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
に
該
当
し
、
会
社
法
一
二
〇
条
に
違
反
す

る
こ
と
、
本
件
定
時
株
主
総
会
の
招
集
通
知
に
Ｃ
が
Ａ
の
配
偶
者
で

あ
る
旨
の
記
載
が
な
く
、
会
社
法
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ハ

（
現
ホ
�
）
に
違
反
す
る
こ
と
、
Ａ
の
株
主
提
案
は
会
社
法
三
〇
三

条
二
項
に
違
反
す
る
こ
と
、
株
式
を
売
却
済
み
の
者
等
が
特
別
の
利

害
関
係
を
有
す
る
者
（
八
三
一
条
一
項
三
号
）
に
該
当
す
る
こ
と
、

本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日

設
定
公
告
が
な
く
、
会
社
法
一
二
四
条
に
違
反
す
る
こ
と
な
ど
を
主

張
し
て
、
Ｙ
社
に
対
し
、
会
社
法
八
三
一
条
一
項
に
基
づ
き
、
①
本

件
定
時
株
主
総
会
の
第
二
号
議
案
に
係
る
決
議
の
う
ち
Ｃ
を
取
締
役

に
選
任
す
る
旨
の
決
議
、
②
本
件
定
時
株
主
総
会
の
第
三
号
議
案
を

可
決
す
る
旨
の
決
議
、
③
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
案
を
可

決
す
る
旨
の
決
議
の
取
消
し
を
求
め
た
。

ま
た
、
Ｙ
社
の
株
主
で
あ
る
Ｘ２
〜
Ｘ７
は
、
本
件
第
二
回
株
主
総
会

に
お
け
る
決
議
に
つ
い
て
の
Ｘ１
の
主
張
に
加
え
、
本
件
定
時
株
主
総

会
の
第
一
号
議
案
が
会
社
法
一
二
四
条
に
違
反
す
る
こ
と
、
実
態
に

合
わ
な
い
招
集
通
知
の
記
載
や
説
明
義
務
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
主
張
し
、
Ｘ３
が
、
Ａ
は
株
主
提
案
に
必
要
な
株
式
数
を
保
有
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
、
Ｙ
社
に
対
し
、
①
本
件
定
時
株
主

総
会
の
第
一
号
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
決
議
、
②
本
件
定
時
株
主
総

会
の
第
二
号
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
決
議
、
③
本
件
定
時
株
主
総
会

の
第
三
号
議
案
お
よ
び
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
案
を
可
決

す
る
旨
の
決
議
に
つ
い
て
、
主
位
的
に
会
社
法
八
三
一
条
一
項
に
基

づ
き
、
こ
れ
ら
の
決
議
の
取
消
し
を
求
め
、
予
備
的
に
会
社
法
八
〇

三
条
一
項
ま
た
は
二
項
に
基
づ
き
、
決
議
が
存
在
し
な
い
こ
と
ま
た

は
無
効
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。

一
部
認
容
・
一
部
棄
却

一

基
準
日
か
ら
剰
余
金
配
当
の
効
力
発
生
日
ま
で
の
期
間
が
三
ヶ

月
以
内
で
な
か
っ
た
こ
と
が
会
社
法
一
二
四
条
二
項
に
違
反
す
る
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
会
社
「
法
一
二
四
条
二
項
は
、
基
準
日
株
主

の
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
は
基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
行

使
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
旨
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
当
該
規
定
の
趣
旨
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は
、
権
利
行
使
時
点
に
お
け
る
実
際
の
株
主
と
権
利
行
使
を
す
る
株

主
（
基
準
日
株
主
）
と
の
間
の
乖
離
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
防
止
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
剰
余
金
配
当
請
求
権
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
が
確
定
す
れ
ば
、
当
該
確
定
時
点
以
後
に
上
記
乖
離
が

大
き
く
な
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
基
準
日
か
ら
三
か
月

以
内
に
剰
余
金
配
当
決
議
が
さ
れ
、
剰
余
金
配
当
請
求
権
が
確
定
す

れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
本

件
定
時
株
主
総
会
の
剰
余
金
配
当
の
基
準
日
は
平
成
二
五
年
三
月
三

一
日
で
あ
り
、
他
方
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
一
号
議
案
は

平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
に
可
決
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
基
準

日
か
ら
三
か
月
以
内
に
剰
余
金
配
当
決
議
が
さ
れ
て
剰
余
金
配
当
請

求
権
が
確
定
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、﹇
会
社
﹈
法
一
二

四
条
に
違
反
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。」

二

本
件
定
時
株
主
総
会
の
第
一
号
議
案
に
係
る
配
当
は
株
主
の
権

利
の
行
使
に
関
す
る
利
益
供
与
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

「
原
告
ら
は
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
一
号
議
案
に
よ
る
剰

余
金
の
配
当
は
、
本
件
全
部
取
得
議
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
条
件

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
の
権
利
（
本
件
全
部
取
得
議
案
に
係
る

株
主
の
議
決
権
）
の
行
使
に
関
し
て
財
産
上
の
利
益
を
供
与
す
る
も

の
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、﹇
会
社
﹈
法
一
二
〇
条
に
違
反
す
る
な
ど

と
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
、
供
与
さ
れ
た
財
産
上
の
利
益
の
内
容
を

み
る
に
、
…
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
一
号
議
案
に
よ
る
剰
余

金
の
配
当
は
、
全
て
の
株
主
（
Ｙ
社
並
び
に
剰
余
金
の
配
当
の
受
領

を
辞
退
し
た
Ａ
及
び
Ｂ
を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
保
有
株
式
数
に
応

じ
て
平
等
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
、
特
定
の
株
主
に

対
す
る
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を
禁
止
す
る
﹇
会
社
﹈
法
一
二
〇
条

の
も
と
も
と
の
趣
旨
な
い
し
株
主
平
等
原
則
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
財
産
上
の
利
益
の
供
与
行
為
に
つ
い
て
み
る
に
、
原
告
が
、

具
体
的
に
被
告
の
ど
の
機
関
の
い
か
な
る
行
為
を
も
っ
て
財
産
上
の

利
益
の
供
与
に
当
た
る
と
主
張
す
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
く
、
当
該
行
為
が
﹇
会
社
﹈
法
一
二
〇
条
の
要
件
を
充
足
す
る
の

か
も
判
然
と
し
な
い
…
。

…
。
そ
し
て
、
一
般
論
と
し
て
、
株
主
総
会
決
議
の
効
力
の
発
生

を
一
定
の
条
件
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
は
適
法
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
…
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
一
号
議
案
を
決
議
す
る

こ
と
に
よ
る
剰
余
金
配
当
請
求
権
の
付
与
は
、
今
回
の
ス
ク
イ
ズ
ア

ウ
ト
に
よ
り
Ｙ
社
の
上
場
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
収
益
構
造
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
ス
ク
イ
ズ
ア
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ウ
ト
に
よ
っ
て
Ｙ
社
が
上
場
廃
止
と
な
る
場
合
に
は
、
今
回
の
剰
余

金
配
当
が
株
主
の
Ｙ
社
に
対
す
る
資
本
貢
献
に
報
い
る
最
後
の
機
会

と
な
る
こ
と
を
慮
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
件
全
部
取

得
議
案
の
承
認
決
議
を
条
件
と
し
て
、
普
通
株
式
一
株
に
つ
き
八
三

円
の
剰
余
金
配
当
を
行
う
旨
の
会
社
提
案
議
案
に
つ
い
て
決
議
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の

第
﹈
一
号
議
案
に
お
け
る
剰
余
金
配
当
は
、
実
質
的
に
、
Ｙ
社
株
式

の
取
得
対
価
を
上
乗
せ
し
た
の
と
同
様
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
上
、
株
主
総
会
に
お
い
て
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト

に
係
る
議
案
が
決
議
さ
れ
る
場
合
、
株
主
の
主
た
る
関
心
事
項
は
Ｙ

社
株
式
の
経
済
的
対
価
の
内
容
に
あ
る
と
い
え
る
と
こ
ろ
、
前
記
前

提
事
実
…
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
社
の
株
主
は
、
経
済
的
対
価
の
内
容
は
も

と
よ
り
、
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
至
る
経
緯
や
そ
の
前
提
と
な
る
情
報

の
開
示
を
受
け
、
自
ら
の
判
断
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
し
た
と
い
え

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
過
程
で
開
示
さ
れ
た
情
報
に
虚
偽
が
あ
る
な

ど
、
株
主
以
外
の
第
三
者
が
株
主
の
議
決
権
の
行
使
を
歪
め
る
行
為

を
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
、
Ｙ
社
の
株
主
総
会
が
、
本
件
全

部
取
得
議
案
に
係
る
議
決
権
の
行
使
に
関
し
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総

会
の
第
﹈
一
号
議
案
に
よ
る
剰
余
金
の
配
当
と
い
う
財
産
上
の
利
益

を
供
与
し
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
他
の
Ｙ
社
の
機
関

が
Ｙ
社
の
株
主
に
対
し
て
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
た
と
い
う
こ
と

も
困
難
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
他
に
﹇
会
社
﹈
法
一
二
〇
条
一

項
に
違
反
す
る
利
益
の
供
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。」

三

本
件
招
集
通
知
に
Ｃ
が
Ａ
の
配
偶
者
で
あ
る
旨
の
記
載
が
な
か
っ

た
こ
と
は
﹇
会
社
法
﹈
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ハ
（
現
ホ
�
）

に
違
反
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、「[

会
社
法
﹈
施
行
規
則
七
四

条
四
項
六
号
ハ
（
現
ホ
�
）
は
、
取
締
役
が
社
外
取
締
役
の
選
任
に

関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
候
補
者
が
社
外
取
締
役

候
補
者
で
あ
り
、
当
該
候
補
者
が
「
当
該
株
式
会
社
又
は
当
該
株
式

会
社
の
特
定
関
係
事
業
者
の
業
務
執
行
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内

の
親
族
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
当
該
株
式
会

社
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
前
記
前
提
事
実
に

よ
れ
ば
、
Ｃ
が
社
外
取
締
役
候
補
者
で
あ
り
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役

Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
、
本
件
定
時
株
主
総
会
の
参
考
書
類
に
は
Ｃ
が

Ａ
の
配
偶
者
で
あ
る
旨
の
記
載
が
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
、
Ｙ
社
は
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き

法と政治 66巻 4号 (2016年 2月)

判

例

研

究

1109

六



で
あ
る
か
ら
、
同
参
考
書
類
の
記
載
は
、[

会
社
﹈
法
三
〇
一
条
一

項
、[

会
社
法
﹈
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ハ
（
現
ホ
�
）
に
違

反
す
る
。

…
、
本
件
招
集
通
知
に
係
る
参
考
書
類
の
記
載
は
、[

会
社
﹈
法

三
〇
一
条
一
項
、[

会
社
法
﹈
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ハ
（
現

ホ
�
）
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｙ
社
が
し
た
本
件
定
時
株
主
総

会
の
招
集
の
手
続
は
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
二
号
議
案
の

決
議
の
う
ち
Ｃ
を
取
締
役
に
選
任
す
る
旨
の
決
議
と
の
関
連
に
お
い

て
、
法
令
に
違
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
同
決
議
に
は

取
消
事
由
（[

会
社
﹈
法
八
三
一
条
一
項
一
号
）
が
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」

も
っ
と
も
、「
前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総

会
の
第
﹈
二
号
議
案
に
つ
い
て
、
本
件
招
集
通
知
に
係
る
参
考
書
類

に
記
載
さ
れ
た
取
締
役
候
補
者
三
名
の
名
字
は
全
て
Ｆ
で
あ
っ
た
こ

と
、
Ｙ
社
は
、
平
成
二
五
年
六
月
五
日
付
け
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料

に
お
い
て
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
た
上
で
、
翌
六
日
、

同
資
料
を
被
告
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
Ｙ
社
の
株
主
は
、
Ｂ
及
び
Ｃ
が
Ａ
と
親
族
関
係
等
を
有
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
か
ら
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
と
い
う
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件

招
集
通
知
に
係
る
参
考
書
類
に
Ｃ
が
Ａ
の
配
偶
者
で
あ
る
旨
を
記
載

し
な
か
っ
た
と
の
事
実
は
、
瑕
疵
と
し
て
重
大
で
は
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
事
実
は
、
違
反
の
程
度
が
重
大
で
は
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
﹇
定
時
株
主
総
会
の
第
﹈
二
号
議
案
の
決
議

（
た
だ
し
、
Ｃ
を
取
締
役
に
選
任
す
る
と
の
部
分
に
限
る
。）
の
取

消
し
の
訴
え
に
係
る
請
求
は
裁
量
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る｣

。

四

本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
基
準
日
設
定
公
告
を
し

な
か
っ
た
こ
と
が
会
社
法
一
二
四
条
に
違
反
す
る
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
会
社
「
法
一
二
四
条
は
、
そ
の
一
項
に
お
い
て
、
株
式
会
社

が
一
定
の
日
（
基
準
日
）
を
定
め
、
基
準
日
に
お
い
て
株
主
名
簿
に

記
載
さ
れ
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
株
主
（
基
準
日
株
主
）
を
そ
の
権

利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規

定
す
る
（
基
準
日
制
度
）
と
と
も
に
、
そ
の
三
項
本
文
に
お
い
て
、

株
式
会
社
が
基
準
日
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
基
準
日
の
二
週
間
前

ま
で
に
、
当
該
基
準
日
及
び
基
準
日
株
主
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
の
内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
、
同
項
但
し
書

に
お
い
て
、
定
款
に
当
該
基
準
日
及
び
当
該
権
利
の
内
容
に
つ
い
て

定
め
が
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
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（
基
準
日
設
定
公
告
制
度
と
そ
の
例
外)

。

こ
れ
ら
の
規
定
の
趣
旨
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
な
ど
の

株
主
権
を
行
使
で
き
る
者
は
、
本
来
は
、
当
該
権
利
行
使
時
点
の
株

主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
が
、
株
主
が
多
数
い
る
会
社
に
お
い
て
は

誰
が
そ
の
時
点
に
お
け
る
株
主
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
会
社
が
一
定
時
点
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
に
権
利
を

行
使
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
基
準
日
制
度
を
設
け
る
一
方
、
基

準
日
設
定
公
告
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
日
及
び
基
準
日

株
主
が
行
使
で
き
る
権
利
の
内
容
を
株
主
に
知
ら
せ
、
株
式
を
取
得

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
し
て
い
な
い
株
主

に
対
し
、
権
利
行
使
の
た
め
に
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
す
る
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
準
日
設
定
公
告
制
度
の
趣
旨
、
及
び
、[

会
社
﹈

法
一
二
四
条
三
項
但
し
書
が
、
定
款
に
公
告
事
項
に
つ
い
て
定
め
が

あ
る
と
き
は
同
項
本
文
の
二
週
間
前
ま
で
の
公
告
を
要
し
な
い
と
規

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
該
定
款
の
定
め
は
、
基
準
日
の

二
週
間
前
ま
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行

使
に
係
る
基
準
日
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
本

件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
開
催
前
に
お
い
て
、
被
告
の
定
款
に
は
、

種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使
に
係
る
基
準
日
の
定
め
は

な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の

議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、[

会
社
﹈
法
一
二
四
条
三
項
但
し
書
は

適
用
さ
れ
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
被
告
は
、

同
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
を
平
成
二
五
年
三

月
三
一
日
と
定
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
二
週
間
前
ま
で
に
当
該
基
準

日
を
設
定
す
る
旨
の
公
告
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
記
前
提
事
実
に
よ
れ
ば
、
そ
の
旨
の
公
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
係
る
基

準
日
の
公
告
は
﹇
会
社
﹈
法
一
二
四
条
三
項
に
違
反
す
る
と
い
う
ほ

か
は
な
く
、
当
該
基
準
日
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
同
種
類
株
主
総

会
に
係
る
招
集
の
手
続
は
法
令
に
違
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
種
類
株
主
総
会
議
案
の
決
議
に
は
取
消
事

由
（[

会
社
﹈
法
八
三
一
条
一
項
一
号
）
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」そ

し
て
、「
本
件
に
お
い
て
、
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
よ
り
前

に
種
類
株
主
総
会
の
権
利
行
使
に
係
る
基
準
日
を
定
め
た
規
定
が
Ｙ

社
の
定
款
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、

Ｙ
社
が
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
つ
い
て
議
決
権
行
使
に
係
る

基
準
日
設
定
公
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
前
記
認
定
・
説
示
の
と
お

り
で
あ
る
か
ら
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
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行
使
で
き
る
の
は
、
本
来
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
時
点
で
Ｙ

社
株
式
（
本
件
種
類
株
式
）
を
保
有
し
て
い
た
者
に
な
る
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
の
者
全
て
に
対
し
て
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
係
る
招

集
通
知
が
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
か
ら
、
Ｙ

社
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｙ
社
が
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
つ
い
て
議

決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
設
定
公
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
違
反

す
る
事
実
が
重
大
で
な
い
と
は
認
め
ら
れ
な
い｣

(

�)

。

一

基
準
日
制
度

１

剰
余
金
配
当
の
基
準
日
と
効
力
発
生
日

会
社
は
、
一
定
の
日
（
基
準
日
）
を
定
め
、
そ
の
時
点
の
株
主
名

簿
上
の
株
主
（
基
準
日
株
主
）
が
議
決
権
を
行
使
し
た
り
、
剰
余
金

の
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
法

一
二
四
条)

(

�)

。
基
準
日
株
主
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
は
、

基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
行
使
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
（
一
二
四

条
二
項
か
っ
こ
書)

。
権
利
行
使
時
点
の
実
際
の
株
主
と
、
権
利
行

使
を
す
る
株
主
と
の
乖
離
が
あ
ま
り
に
大
き
い
こ
と
は
望
ま
し
く
な

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
剰
余
金
配
当
請
求
権
に
つ
い
て
、
三
か
月
以
内
に
「
行

使
す
る
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
学
説
上
次
の
二
つ
の
見
解
が
存
す

る
。一

つ
め
は
、
基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
会
社
か
ら
配
当
財
産
が

交
付
さ
れ
る
た
め
に
、
剰
余
金
配
当
決
議
で
定
め
る
効
力
発
生
日

（
四
五
四
条
一
項
三
号
）
を
基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
の
日
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

(

�)

二
つ
め
は
、
基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
剰
余
金
配
当
請
求
権
が

具
体
化
す
る
剰
余
金
配
当
決
議
が
な
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
見
解

で
あ
る
。

(

�)

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
準
日
と
効
力
発
生
日
と
の
間
は

三
か
月
を
超
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
る
。
基
準
日
に
関
す
る

三
か
月
の
制
限
は
、
権
利
行
使
時
点
の
実
際
の
株
主
と
権
利
行
使
を

す
る
株
主
と
の
乖
離
が
あ
ま
り
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
規
制
で
あ
り
、
こ
の
規
制
の
目
的
は
、
基
準
日
か

ら
三
か
月
以
内
に
具
体
的
な
剰
余
金
配
当
請
求
権
を
確
定
さ
せ
れ
ば

達
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

本
判
決
は
二
つ
め
の
見
解
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
権
利
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
確
定
的
と
な
れ
ば
基
準
日
株
主
が
権
利
を
「
行
使

す
る
」(

一
二
四
条
二
項
）
状
態
に
な
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
、
剰
余
金
配
当
決
議
に
よ
り
効
力
発
生
日
を
定
め
る
こ
と
が

明
確
に
さ
れ
た
会
社
法
の
も
と
で
は
、

(

�)

具
体
的
な
剰
余
金
配
当
請
求

法と政治 66巻 4号 (2016年 2月)

株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
事
件

1106

九

�研
究
】



権
を
有
す
る
に
至
る
日
で
あ
る
効
力
発
生
日
を

(

�)

基
準
日
か
ら
三
か
月

以
内
と
す
る
こ
と
が
、
文
理
上
、
素
直
な
解
釈
で
あ
る
と
す
る
見
解

が
あ
る
。

(
�)

ま
た
、
本
判
決
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
剰
余
金
配
当
の
効
力

発
生
日
の
期
限
が
不
明
確
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
な
が
ら
、
基
準
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
剰
余
金
配
当
請
求

権
を
確
定
す
れ
ば
、
権
利
行
使
時
点
の
実
際
の
株
主
と
権
利
行
使
を

す
る
株
主
と
の
乖
離
が
あ
ま
り
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
目

的
を
達
す
こ
と
は
で
き
る
た
め
、
本
判
決
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
本
件
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
（
Ｙ
社
は
、
当
初
配
当
を

し
な
い
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
予
定
を
変
更
し
て
条
件
付
な
が

ら
配
当
を
行
う
こ
と
と
し
た
）
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
剰
余
金

配
当
決
議
日
と
効
力
発
生
日
の
間
の
期
間
を
徒
に
長
く
す
れ
ば
、
具

体
的
な
剰
余
金
配
当
請
求
権
の
な
い
株
式
が
想
定
よ
り
も
長
期
間
市

場
で
流
通
す
る
事
態
も
生
じ
う
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
一

二
四
条
違
反
と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

２

基
準
日
を
定
め
た
場
合
の
手
続

会
社
が
基
準
日
を
定
め
る
場
合
、
定
款
に
定
め
る
か
、
定
款
に
定

め
な
い
場
合
に
は
、
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
重
要
な
業
務

執
行
の
決
定
と
し
て
取
締
役
会
で
基
準
日
を
決
定
し
、

(

�)

当
該
基
準
日

の
二
週
間
前
ま
で
に
当
該
基
準
日
お
よ
び
基
準
日
株
主
が
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
権
利
の
内
容
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
二

四
条
三
項)

。
基
準
日
に
関
す
る
公
告
を
欠
い
た
場
合
、
ま
た
は
二

週
間
よ
り
短
い
期
間
前
に
公
告
を
し
た
場
合
、
適
法
な
公
告
が
な
か
っ

た
た
め
基
準
日
ま
で
に
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
受
け
な
か
っ
た
株

主
が
権
利
行
使
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
不
利
益
を
受
け
る
こ
と

を
考
慮
し
て
、
基
準
日
設
定
は
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
多
数

説
で
あ
る
。

(

�)

も
っ
と
も
、
基
準
日
設
定
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、

当
該
基
準
日
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
会
社
の
行
為
は
常
に
無
効
で
は

な
く
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

(

�)本
判
決
は
、
Ｙ
社
が
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
開
催
前
に
種

類
株
主
総
会
の
権
利
行
使
に
係
る
基
準
日
を
定
款
に
定
め
て
お
ら
ず
、

第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
設
定

公
告
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
公
告
も
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
を
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使

に
係
る
基
準
日
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
招
集
手
続
は

法
令
違
反
で
あ
る
と
し
て
、

(

�)

株
主
総
会
の
決
議
取
消
を
認
め
た
。

(

	)

本

判
決
は
、
種
類
株
主
総
会
の
権
利
行
使
に
係
る
基
準
日
を
定
款
に
新

た
に
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
基
準
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
定
款
の

定
め
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
、

(


)

こ
の
点
に
つ
い
て

裁
判
所
が
判
断
し
た
初
め
て
の
判
決
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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基
準
日
制
度
は
、
権
利
行
使
を
さ
せ
る
株
主
を
一
定
時
点
（
基
準

日
）
の
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
主
と
す
る
こ
と
に
よ
り
会

社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
会
社
に
基
準
日
を
公
告
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
株
式
を
取
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
株
主
名
簿
の
名

義
書
換
を
し
て
い
な
い
株
主
に
対
し
、
権
利
行
使
の
た
め
に
株
主
名

簿
の
名
義
書
換
の
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
本
件
に
お

い
て
、
Ｙ
社
が
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
基
準
日
設
定
公
告
を

行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
株
主
総
会
の
招
集
手
続
の
法
令
違
反
で
あ
り
、

本
判
決
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
。

本
件
の
場
合
、
本
件
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
公
開
買
付
後
の

株
主
構
成
で
の
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
失
敗
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
件

第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
基
準
日
（
三
月
三

一
日
）
が
本
件
臨
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
基
準
日

（
四
月
一
〇
日
）
よ
り
も
前
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
公
開
買
付
に
応

募
し
た
株
主
は
、
本
件
臨
時
株
主
総
会
で
は
議
決
権
を
行
使
で
き
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
定
時
株
主
総
会
お
よ
び
本
件
第
二

回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
は
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
応
募
株
主
が
基
準
日
株
主
と
な
っ
た
の
は
Ｙ
が
本
件
公
開

買
付
の
決
済
日
を
延
期
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
こ
の
よ
う

な
事
情
に
つ
い
て
は
理
由
の
中
で
と
く
に
言
及
し
て
い
な
い
。

(

�)

と
す

る
と
、
裁
判
所
は
、
形
式
的
な
手
続
違
反
の
み
に
よ
り
、
株
主
総
会

の
招
集
手
続
の
法
令
違
反
を
認
め
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

二

裁
量
棄
却
の
可
否

１

裁
量
棄
却
の
要
件

株
主
総
会
の
招
集
手
続
ま
た
は
決
議
方
法
が
法
令
ま
た
は
定
款
に

違
反
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
①
違
反
の
事
実
が
重
大
で
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
②
決
議
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
同
時
に
満

た
し
て
い
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
裁
判
所
は
株
主
総
会
決
議
の
取
消
請

求
を
裁
量
で
棄
却
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
八
三
一
条
二

項)
(

�)

。
①

違
反
の
事
実
が
重
大
で
な
い
こ
と

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
の
招
集
手
続
ま
た
は
決
議
方
法

に
つ
い
て
定
め
る
法
令
ま
た
は
定
款
の
規
定
に
よ
り
株
主
に
保
証
し

て
い
る
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
し
、

(

�)

株
主
総
会
決
議
の
取
消
請
求
を
棄
却
す
べ
き
軽
微
な

瑕
疵
と
い
う
の
は
、
取
り
上
げ
る
に
値
し
な
い
些
細
な
瑕
疵
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
権
利
濫
用
に
近
い
と
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う

な
見
解
を
採
る
場
合
、
瑕
疵
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
裁
判
所

が
裁
量
棄
却
す
る
場
合
は
極
め
て
限
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)
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②

決
議
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

従
来
、
非
株
主
が
株
主
総
会
の
決
議
に
参
加
し
た
が
同
人
の
賛
成

票
を
除
外
し
て
も
決
議
が
有
効
に
成
立
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
決
議

の
結
果
に
影
響
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
場
合
（
最
判
昭
三
〇
・
一

〇
・
二
〇
民
集
九
巻
一
一
号
一
六
五
七
頁
）
以
外
に
つ
い
て
は
、
決

議
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
断
言
で
き
な
い
の
で
、
決
議
の

取
消
請
求
の
裁
量
棄
却
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
学
説
が

多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

(
�)

右
記
①
（
違
反
の
事
実
が
重
大
で
な

い
こ
と
）
の
要
件
が
株
主
利
益
の
保
護
の
見
地
か
ら
み
て
十
分
充
足

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
あ
る
程
度
柔
軟
な
解
釈
を
し
て
、
決
議
に
影

響
の
な
い
こ
と
の
正
確
な
証
明
が
な
く
て
も
、
そ
の
蓋
然
性
の
証
明

さ
え
あ
れ
ば
裁
量
棄
却
を
認
め
て
よ
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

(

�)

２

株
主
総
会
参
考
書
類
の
記
載
事
項
の
欠
缺

(

�)

会
社
法
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ホ
�
は
、
公
開
会
社
に
お
い

て
、
社
外
取
締
役
候
補
者
が
会
社
ま
た
は
会
社
の
特
定
関
係
事
業
者

の
業
務
執
行
者
ま
た
は
役
員
の
配
偶
者
・
三
親
等
以
内
の
親
族
、
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
当
該
会
社
が
知
っ

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

(

�)

そ
の
趣
旨
は
、
社
外
取
締
役
候
補
者
が
会
社

の
業
務
執
行
者
の
配
偶
者
な
ど
で
あ
る
場
合
、
業
務
執
行
者
の
不
当

な
業
務
執
行
を
防
止
し
、
ま
た
は
是
正
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
、
あ

る
い
は
防
止
ま
た
は
是
正
で
き
る
よ
う
な
力
関
係
が
な
い
と
い
う
事

態
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

た
だ
し
、

重
要
で
な
い
も
の
は
除
か
れ
る
。
重
要
で
な
い
も
の
の
判
断
に
あ
た
っ

て
は
、
社
外
役
員
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
事

項
の
記
載
を
求
め
る
も
の
と
い
う
開
示
の
趣
旨
に
鑑
み
、
会
社
に
お

け
る
社
外
役
員
の
役
職
の
重
要
性
お
よ
び
業
務
執
行
者
と
社
外
取
締

役
候
補
者
と
の
交
流
の
有
無
な
ど
を
考
慮
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

本
件
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
社
外
取
締
役
候
補
者
で
あ
る
Ｃ
は
Ｙ
社

の
現
代
表
取
締
役
す
な
わ
ち
業
務
執
行
者
で
あ
る
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｙ
社
は
当
然
Ｃ
と
Ａ
の
関
係
を
知
っ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

(

	)

Ｃ
が
Ａ
の
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
な
い
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
こ
と
を
株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
し
な
か
っ

た
こ
と
は
会
社
法
施
行
規
則
七
四
条
四
項
六
号
ホ
�
に
違
反
す
る
。

株
主
総
会
参
考
書
類
の
記
載
事
項
の
欠
缺
は
招
集
手
続
の
法
令
違
反

と
な
る
た
め
、
株
主
総
会
の
決
議
取
消
事
由
が
存
す
る
こ
と
と
な
り

（
八
三
一
条
一
項
一
号)

、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
本
判
決
の
結
論
は

妥
当
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
さ
れ
た
取
締
役
候
補
者

三
名
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
の
名
字
が
全
て
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ

び
、
Ｙ
社
は
平
成
二
五
年
六
月
五
日
付
け
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
に
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お
い
て
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
た
上
で
、
翌
六
日
に
同

資
料
を
Ｙ
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
社

の
株
主
は
、
Ｂ
及
び
Ｃ
が
Ａ
と
親
族
関
係
等
を
有
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
か
ら
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
取
得
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
参
考
書
類
に
Ｃ
が

Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
な
か
っ
た
こ
と
は
瑕
疵
と
し
て
重
大

で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
違
反
の
程
度
が

重
大
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
な

か
っ
た
こ
と
は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

株
主
総
会
決
議
の
取
消
請
求
を
裁
量
棄
却
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
株
主
総
会
参
考
書
類
に
会
社
の
業
務
執
行
者
と

社
外
取
締
役
候
補
者
の
関
係
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

趣
旨
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
業
務
執
行
者
の
不
当
な
業

務
執
行
の
防
止
ま
た
は
是
正
を
期
待
さ
れ
る
社
外
取
締
役
の
職
務
を

か
ん
が
み
れ
ば
、
社
外
取
締
役
候
補
者
で
あ
る
Ｃ
が
現
代
表
取
締
役

で
あ
り
、
か
つ
取
締
役
と
し
て
再
任
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
Ａ
の
妻

で
あ
る
こ
と
を
株
主
に
株
主
総
会
参
考
書
類
に
よ
り
周
知
し
た
場
合
、

Ｃ
の
選
任
に
反
対
す
る
株
主
が
増
え
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
株
主
総
会
参
考
書
類
に

記
載
し
な
か
っ
た
こ
と
は
重
大
な
違
反
で
は
な
い
と
は
い
え
ず
、
裁

量
棄
却
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

(

�)

本
判
決
は
、
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
を
見
れ
ば
、
Ｃ
が

Ａ
の
妻
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
取
得
し
う
る
と
す
る
が
、

(

�)

株
主
が
ア

ク
セ
ス
し
な
い
限
り
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
の
内
容
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
株
主
総
会
参
考
書
類

に
記
載
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

(

�)

３

基
準
日
設
定
公
告
の
欠
如

本
来
、
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
で
き
る
の
は
、
当
該

株
主
総
会
時
点
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
と
こ
ろ
、
誰
が
そ
の

時
点
に
お
け
る
株
主
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
基
準
日
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｙ
社
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
内
容

と
す
る
種
類
の
株
式
と
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
内
容
と

す
る
種
類
の
株
式
が
一
致
し
、
か
つ
、
両
者
の
決
議
要
件
も
一
致
す

る
場
合
は
、
本
件
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
定
款
変
更
（
本
件
三
号

議
案
①
）
の
効
力
の
遡
及
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
た
の
に
対

し
、
本
判
決
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を

行
使
で
き
る
の
は
当
該
総
会
当
日
に
Ｙ
社
の
株
式
を
保
有
し
て
い
た

者
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
者
す
べ
て
に
当
該
総
会
の
招
集
通
知

が
出
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
Ｙ
社
は
こ
れ
ら
の
者
の
議
決
権
行
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使
の
機
会
を
奪
っ
た
た
め
、
基
準
日
設
定
公
告
の
欠
如
は
重
大
で
は

な
い
違
反
で
あ
る
と
し
て
、
裁
量
棄
却
を
否
定
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、
本
件
定
時
株
主
総
会
と
本
件

第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
題
が
関
連
し
て
い
る
場
合
に
も
本
判
決

の
よ
う
な
形
式
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

(

�)

本
件
定

時
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
開
買

付
け
に
応
募
し
た
者
お
よ
び
平
成
二
五
年
四
月
一
日
以
降
に
Ｙ
社
株

式
を
売
却
し
た
者
に
も
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議

決
権
を
行
使
で
き
る
と
す
る
方
が
、
こ
れ
ら
の
株
主
の
利
益
を
保
護

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

Ｙ
社
は
、
平
成
二
五
年
二
月
一
日
に
は
、
同
年
三
月
期
の
配
当
を
し
な

い
こ
と
を
公
表
し
て
い
た
。

(

�)

そ
の
後
Ｙ１
社
、
Ｘ４
お
よ
び
Ｘ７
が
控
訴
し
た
。
控
訴
審
に
お
い
て
、
Ｙ１
社

は
、「
訴
え
の
利
益
の
喪
失
」
の
主
張
を
追
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｙ１
社
は
、

原
判
決
言
渡
後
の
平
成
二
六
年
七
月
四
日
に
臨
時
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件

再
臨
時
株
主
総
会
」
と
い
う
）
お
よ
び
普
通
株
主
に
よ
る
種
類
株
主
総
会

（
以
下
「
本
件
再
種
類
株
主
総
会
」
と
い
い
、
本
件
再
臨
時
株
主
総
会
と
併

せ
て
「
本
件
再
株
主
総
会
」
と
い
う
）
を
開
催
し
、
本
件
第
二
回
株
主
総
会

に
お
け
る
本
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
各
決
議
と
同
内
容
の
決
議
を
再

度
行
い
、
こ
れ
ら
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
件
全
部
取
得
議
案
に
係

る
各
可
決
決
議
に
関
す
る
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
主
張
し
た
。

控
訴
審
（
東
京
高
判
平
二
七
・
三
・
一
二
資
料
版
商
事
法
務
三
七
四
号
一

〇
五
頁
）
は
、
原
判
決
の
判
断
を
ほ
ぼ
引
用
し
て
そ
の
結
論
を
支
持
し
、
ま

た
訴
え
の
利
益
も
消
滅
し
な
い
と
し
た
。

な
お
、
本
件
再
株
主
総
会
に
つ
い
て
は
、
Ｘ４
お
よ
び
Ｘ７
が
株
主
総
会
決
議

の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
て
提
訴
し
て
い
る
。
東
京
地
判
平
二
七
・
三
・
一

六
資
料
版
商
事
法
務
三
七
四
号
一
一
二
頁
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会

の
決
議
の
取
消
が
裁
判
上
確
定
し
て
い
な
い
以
上
、
株
主
と
し
て
本
件
再
株

主
総
会
の
招
集
通
知
を
受
け
、
こ
れ
に
出
席
し
た
者
は
、
株
主
の
地
位
に
な

い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
本
件
再
株
主
総
会
の
決
議
は
、
株
主
総
会

の
決
議
と
し
て
の
効
力
を
有
し
な
い
と
し
て
、
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
と
し

た
。

(

�)

振
替
株
式
に
つ
い
て
、
議
決
権
ま
た
は
剰
余
金
配
当
請
求
権
な
ど
、
す

べ
て
の
株
主
が
一
斉
に
行
使
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
基
準
日
を
設

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
基

準
日
が
設
定
さ
れ
な
い
場
合
、
会
社
は
、
権
利
行
使
日
現
在
の
株
主
に
個
別

株
主
通
知
に
基
づ
い
て
権
利
行
使
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
多
数
で
あ
り
か

つ
変
動
し
得
る
振
替
株
式
の
株
主
に
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
株
主

に
不
便
を
強
い
る
の
み
な
ら
ず
、
会
社
に
も
事
務
処
理
上
の
困
難
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
山
下
友
信
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
�
』

(

商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）[

前
田
雅
弘
﹈
二
八
一
頁)

。

(

�)

江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
六
版)

』(

有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）

六
八
一
頁(

注
�)

。
法
務
省
も
同
様
の
見
解
を
東
日
本
大
震
災
の
際
に
述
べ

て
い
た
（｢

定
時
株
主
総
会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
」
法
務
省
の
ウ
エ
ブ
サ

イ
トh

ttp
://w

w
w

.m
o

j.g
o
.jp

/h
ish

o
/k

o
u

h
o

u
/saig

ai0011
.h

tm
l)

。

(

�)

大
隅
健
一
郎
・
今
井
宏
『
会
社
法
論
（
上)

』(

有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）

四
一
三
頁
、
山
下
友
信
編
、
前
掲(

注
�)

二
八
三
頁
。

(
	)

山
下
友
信
編
、
前
掲(

注
�)

二
八
三
頁
。

(

)
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
い
て
は
、
配
当
の
効
力
発
生
日
を
明
示

的
に
決
議
す
る
こ
と
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(

�)

森
本
滋
・
弥
永
真
生
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
�
』(

商
事
法
務
、
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二
〇
一
一
年
）[

弥
永
真
生
﹈
一
二
五
頁
。

(
�)

山
田
和
彦
「
判
批
」『

商
事
』
二
〇
三
九
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
二

二
頁
。

(

�)
尾
崎
安
央
「
判
批
」『

法
教
』
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
四
Ⅱ
（
二
〇
一

五
年
三
月
）
一
五
頁
。

(

�)

上
柳
克
郎
・
鴻
常
夫
・
竹
内
昭
夫
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
�
』(

有
斐

閣
、
一
九
八
六
年
）[

高
鳥
正
夫
﹈
三
五
頁
。

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
執
行
役
に
、
監
査
等
委
員
会
設
置

会
社
に
お
い
て
は
各
取
締
役
に
基
準
日
の
決
定
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
四
一
六
条
四
項
、
三
九
九
条
の
一
三
第
四
項)

。

(

�)

山
下
友
信
編
、
前
掲(

注
�)
二
八
五
頁
、
大
隅
健
一
郎
・
今
井
宏
、
前

掲(

注
�)

四
一
二
頁
、
上
柳
克
郎
・
鴻
常
夫
・
竹
内
昭
夫
編
、
前
掲(

注
�)

四
二
頁
。

基
準
日
設
定
の
効
力
に
は
影
響
は
な
く
、
会
社
の
損
害
賠
償
責
任
が
生
ず

る
の
み
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
と
し
て
、
田
中
誠
二
『
三
全
訂
会
社
法
詳

論
（
上)

』(

勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年
）
四
一
五
頁
。

(

	)

江
頭
憲
治
郎
、
前
掲(

注

)

二
一
七
頁(

注
�)

。

(

�)

控
訴
審
判
決
は
、
基
準
日
設
定
公
告
を
欠
い
た
ま
ま
平
成
二
五
年
三
月

三
一
日
時
点
の
株
主
に
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
を
さ

せ
た
こ
と
は
、「
決
議
方
法
」
の
違
反
で
あ
る
と
し
た
。

(


)

本
件
三
号
議
案
の
よ
う
な
議
案
が
定
時
株
主
総
会
に
付
議
さ
れ
る
場
合

に
は
、
同
日
に
開
催
さ
れ
る
種
類
株
主
総
会
に
つ
い
て
も
、
定
款
の
定
め
が

包
括
的
・
黙
示
的
に
基
準
日
の
定
め
を
内
包
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
余
地
も

検
討
に
値
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
見
解
と
し
て
、
弥
永
真
生
「
判
批
」

『

ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
六
九
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
三
頁
。

(

�)

種
類
株
式
発
行
会
社
で
は
な
い
会
社
が
、
定
款
の
一
部
を
変
更
し
て
種

類
株
式
発
行
会
社
と
な
っ
た
う
え
で
、
同
じ
日
に
普
通
株
式
の
株
主
に
よ
る

種
類
株
主
総
会
を
開
催
す
る
場
合
（
一
一
一
条
二
項
一
号)

、
実
務
に
お
い

て
、
通
常
、
定
款
変
更
を
決
議
す
る
株
主
総
会
の
招
集
通
知
と
併
せ
て
、
種

類
株
主
総
会
の
招
集
通
知
を
発
送
す
る
。
普
通
株
式
の
株
主
に
よ
る
種
類
株

主
総
会
の
招
集
は
、
定
款
変
更
が
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
て
定
款
変
更
の
効

力
が
生
じ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
普
通
株
式
の
株
主
に
よ
る
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
決
め
る
た
め
に
基
準
日
を
定
め
る
場
合
、
こ
の

基
準
日
の
決
定
お
よ
び
公
告
も
、
定
款
変
更
が
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
て
定

款
変
更
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
る
（
渡
辺
邦
広
「
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
を
用
い
た
完
全
子
会
社
化

の
手
続
」『

商
事
』
一
八
九
六
号
（
二
〇
一
〇
年
四
月
）
二
九
頁)

。

(

�)

本
判
決
は
、
本
件
の
射
程
を
、
会
社
が
基
準
日
制
度
を
悪
用
し
た
場
合
、

す
な
わ
ち
会
社
が
自
己
に
有
利
な
株
主
構
成
で
あ
っ
た
日
を
事
後
的
に
任
意

に
基
準
日
と
し
た
よ
う
な
場
合
に
限
定
し
て
い
な
い
（
松
井
智
予
「
判
批
」

『

平
成
二
六
年
度
重
要
判
例
解
説
』
九
八
頁)

。

(

�)

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
一
条
（
会
社
法
八
三
一
条
二
項
）
は
、

昭
和
五
六
年
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。
昭
和
五
六
年
以
降
に
株
主
総
会
決

議
の
取
消
請
求
の
裁
量
棄
却
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
福
島

洋
尚
「
判
批
」『

金
判
』
一
四
二
九
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
七
頁(

注
	)

参
照
。

(

�)

豊
崎
光
衛
「
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
と
裁
量
棄
却
」
鈴
木
竹
雄
編

『
商
法
演
習
Ⅲ
』(

一
九
六
三
年
）
四
九
頁
、
竹
内
昭
夫
『
判
例
商
法
』(

一

九
七
六
年
）
二
〇
五
頁
、
大
隅
健
一
郎
「
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
と
裁
判

所
の
裁
量
棄
却
」『

会
社
法
の
諸
問
題
（
新
版)

』(

一
九
八
三
年
）
二
八
一

頁
。

(

�)
竹
内
昭
夫
、
前
掲(

注
�)

二
〇
五
頁
。

(

�)

上
柳
克
郎
・
鴻
常
夫
・
竹
内
昭
夫
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
�
』(

有
斐
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閣
、
一
九
九
五
年
）[

岩
原
紳
作]

三
七
八
頁
。

(
�)

江
頭
憲
治
郎
、
前
掲(

注
�)

三
七
一
頁(

注
�)

。

(
�)

今
井
宏
「
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
と
裁
量
棄
却
」『

商
事
』
九
一

九
号
（
一
九
八
一
年
、
一
〇
月
）
三
五
頁
。

(

�)
株
主
総
会
の
招
集
通
知
に
営
業
譲
渡
に
関
す
る
議
案
の
要
領
が
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
四
五
条
二
項
に
違
反
す
る

と
し
た
う
え
で
、
裁
量
棄
却
を
認
め
な
か
っ
た
最
判
平
七
・
三
・
九
金
判
九

七
一
号
三
頁
は
、
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
譲
渡
に
つ
い
て
「
株
主
総
会

の
招
集
通
知
に
そ
の
要
領
を
記
載
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
株
主
に

対
し
、
あ
ら
か
じ
め
議
案
に
対
す
る
賛
否
の
判
断
を
す
る
に
足
り
る
内
容
を

知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
右
議
案
に
反
対
の
株
主
が
会
社
に
対
し
株
式
の
買

取
り
を
請
求
す
る
こ
と
（
同
法
二
四
五
条
ノ
二
参
照
）
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
右
の
よ
う
な
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
せ

ば
、
本
件
株
主
総
会
の
招
集
手
続
の
前
記
の
違
法
が
重
大
で
な
い
と
い
え
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

最
判
平
七
・
三
・
九
の
原
審
で
あ
る
大
阪
高
判
平
二
・
九
・
一
三
金
判
九

七
一
号
七
頁
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
四
五
条
二
項
違
反
を
認
め
た

う
え
で
、
株
主
が
会
社
か
ら
受
領
し
た
文
書
に
よ
り
、
譲
渡
さ
れ
る
予
定
の

資
産
・
負
債
・
物
件
の
概
略
を
理
解
し
え
た
こ
と
か
ら
、
手
続
上
の
瑕
疵
は

重
大
で
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
招
集
通
知
に
議
案
の
要
領
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
総
会
で
は
株
主
か
ら
疑
問
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
出
席
株
式
数
の
約
七
六
％
を
有
す
る
株
主
が
営
業
譲
渡
に
関
す
る
決
議

案
に
賛
成
し
た
こ
と
か
ら
、
招
集
通
知
に
議
案
の
要
領
を
記
載
し
な
か
っ
た

瑕
疵
は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
し
て
、
株
主
総
会
決
議
の
取
消
請
求

を
棄
却
し
た
。

(

�)

非
公
開
会
社
に
お
い
て
記
載
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
書
面
投
票

ま
た
は
電
子
投
票
を
認
め
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
株
主
総
会
参

考
書
類
は
株
主
に
提
供
さ
れ
ず
、
ま
た
、
書
面
投
票
ま
た
は
電
子
投
票
を
認

め
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
株
主
総
会
に
現
実
に
出
席
す
る
株
主
の
割
合
が
多

い
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
株
主
総
会
参
考
書
類
が
膨
大
に
な
る
コ
ス
ト
を
負

担
さ
せ
る
合
理
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
（
弥
永
真
生
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
施
行
規
則
・
電
子
公
告

規
則

(

第
二
版)

』(

商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）
三
八
〇
頁)

。

(

�)

平
成
二
七
年
会
社
法
改
正
に
よ
り
社
外
取
締
役
の
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
、

本
件
Ｃ
の
よ
う
な
会
社
の
取
締
役
の
配
偶
者
は
そ
も
そ
も
社
外
取
締
役
と
し

て
の
資
格
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
（
会
二
条
一
五
号)

。
弥
永
真
生
、

前
掲(

注
�)

三
八
九
頁
。

(

	)

大
野
晃
宏
・
小
松
武
志
・
澁
谷
亮
・
黒
田
裕
・
和
久
友
子
「
会
社
法
施

行
規
則
、
会
社
計
算
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
解
説－

平
成
二
一

年
法
務
省
令
第
七
号－

」『

商
事
』
一
八
六
二
号
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
二

〇
頁
。

(


)

記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
社
外
取
締
役
候
補
者
と
会
社
の
業
務
執

行
者
の
関
係
で
あ
り
、
会
社
と
の
関
係
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
が

十
分
な
調
査
を
行
っ
た
と
し
て
も
当
該
関
係
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
得
る
た
め
、「
会
社
が
知
っ
て
い
る
と
き
」
に
限
り
、
記
載
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
（
弥
永
真
生
、
前
掲(

注
�)

三
八
六
頁)

。

(

�)

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
五
一
条
に
つ
い
て
、
株
主
総
会
に
お
い
て

質
問
・
発
言
を
し
、
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
に
つ
い
て
の
株
主
の
利
益
の

保
護
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
瑕
疵
の
軽
微
か
ど
う
か
を
問
題
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
軽
微
と
い
え
な
い
と
き
は
、
た
と
い
そ
の
瑕
疵
が

決
議
の
成
立
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
明
瞭
な
場
合
で
も
、
決
議
取

消
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
今
井
宏
、

前
掲(
注
�)

三
三
頁)

。

(

�)

株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
招
集
通
知
の
発
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送
後
に
修
正
す
べ
き
事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
修
正
後
の
事
項
を
株
主
に
周

知
さ
せ
る
方
法
を
招
集
通
知
と
併
せ
て
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
施
規

六
五
条
三
項)

。
一
般
的
に
、
株
主
へ
の
周
知
方
法
と
し
て
自
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
会
社
が
多
い
（
以
下
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
修
正
」
と

い
う
）(
武
井
一
浩
・
郡
谷
大
輔
編
著
『
会
社
法
・
金
商
法
実
務
質
疑
応
答
』

(

商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
八
八
頁)

。
も
っ
と
も
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
修
正
の
対
象

と
な
る
の
は
、
誤
記
・
印
刷
ミ
ス
、
招
集
通
知
の
発
送
後
に
生
じ
た
事
情
に

つ
い
て
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
に
Ｃ
が
Ａ
の
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
は
招
集
通

知
の
発
送
前
か
ら
の
事
情
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
招
集
通
知
の
発
送
前
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
資
料
に
Ｃ
が
Ａ
の
妻
で
あ
る
旨

の
記
載
が
あ
る)

、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
修
正
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

(

�)

非
公
開
会
社
に
お
い
て
は
会
社
法
施
行
規
則
七
四
条
四
項
所
定
の
事
項

の
記
載
が
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｙ
社
は
近
い
将
来
に
上
場
廃
止
を
予
定
し

て
い
る
と
し
て
も
ま
だ
確
実
で
は
な
く
、
ま
た
上
場
廃
止
と
会
社
法
上
の
公

開
会
社
で
は
な
く
な
る
こ
と
は
同
一
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
結
論
は
異
な
ら

な
い
。

(

�)

本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
開
催
は
不
要
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解

と
し
て
、
吉
本
健
一

｢

判
批｣
『

金
判』

一
四
七
八
号

(

二
〇
一
五
年
一
一

月)

六
頁
。
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